
白
石
の
史
実 

再
発
見

　

分
厚
い
冊
子
の
據
旗
記
が
完
成
し
た
の
は
、

明
治
維
新
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
文
久
年
間

（
１
８
６
１
～
６
４
年
）
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

作
者
は
、白
石
生
ま
れ
の
小こ

関せ
き

雲う
ん

洋よ
う（
嘉
永
５
・

１
８
５
２
年
生
～
大
正
14
・
１
９
２
５
年
没
）

で
、
彼
は
同
じ
く
白
石
出
身
の
川か
わ

村む
ら

春し
ゅ
ん

洋よ
う

に
絵

を
学
び
、「
白
石
城
之
図
」
な
ど
幕
末
期
か
ら

明
治
時
代
の
白
石
を
描
く
画
家
で
し
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
雲
洋
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
明
治
13
年

（
１
８
８
０
年
）
の
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
白
石

市
中
町
に
住
ん
で
表
具
屋
を
経
営
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
雲
洋
と
思
わ
れ
る

人
物
が
、
近
く
の
家
か
ら
頼
ま
れ
て
襖ふ
す
ま

を
販
売

し
て
い
ま
す
か
ら
、
画
家
と
し
て
多
く
の
作
品

を
手
が
け
つ
つ
、
職
人
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
が
生
ま
れ
育
ち
、
毎
日
の
生
活
を
過

ご
す
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

現
代
社
会
に
も
役
立
ち
ま
す
。
小
関
雲
洋
が
描

い
た
白
石
の
絵
画
は
、
そ
の
美
術
作
品
と
し
て

の
価
値
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
よ
そ
１
５
０

年
前
の
白
石
が
ど
の
よ
う
な
町
だ
っ
た
の
か
を

伝
え
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
「
據
旗
記
」
の
複
製
は
、

８
月
１
日
か
ら
白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
２
階
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
て
一
般
公
開
を
し
ま

す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▲據旗記の作者小関雲洋が描いた白石城。
　明治に入り解体されてしまう前の白石
城が克明にとらえられている

　

平
成
29
年
４
月
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会

社
か
ら
「
據
旗
記
」
の
複
製
が
白
石
市
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
本
物
と
見
比
べ
る
と
、
驚
く
ほ

ど
そ
っ
く
り
に
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
「
據
旗

記
」
は
、
江
戸
時
代
に
白
石
城
主
で
あ
っ
た
片

倉
氏
と
そ
の
家
臣
た
ち
を
紹
介
し
、
多
彩
な
色

合
い
で
そ
れ
ぞ
れ
の
武
士
が
持
つ
「
據
旗
」
を

見
事
に
描
い
て
い
ま
す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
で
戦

国
時
代
の
合
戦
を
再
現
す
る
と
き
、
戦
っ
て
い

る
武
士
た
ち
が
馬
に
幟の
ぼ
り

の
よ
う
な
旗
を
つ
け
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
家
紋
や
戦
い
の
決
意
を

示
す
文
字
（
た
と
え
ば
、
武
田
信
玄
は
「
風
林

火
山
」）
を
か
か
げ
ま
す
が
、
そ
の
旗は
た

指ざ
し

物も
の

を

白
石
で
は
「
據
旗
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

據
旗
と
は
、武
士
が
戦
場
で
「
こ
こ
に
い
る
ぞ
」

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
印
と
解
釈
で
き
ま
す
。

▲片倉家家臣の旗が色鮮やかに描かれている。デザインは家臣ごとに異なり、個性豊かなデザインとなっている

▲複製された據旗記の表紙

　

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
、
近
所
の

方
々
、
あ
る
い
は
学
校
の
先
生
か
ら
、
白
石

で
起
こ
っ
た
出
来
事
や
昔
話
な
ど
を
聞
か
れ

た
経
験
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
「
口こ
う

承し
ょ
う

」
と
呼
び
ま
す
が
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝

え
を
若
い
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
私
た
ち
は
「
古こ

文も
ん

書じ
ょ

」
と

呼
ば
れ
る
古
い
手
紙
や
ノ
ー
ト
、
本
と
い
っ

た
歴
史
資
料
か
ら
、
当
時
の
人
々
が
何
を
考

え
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
口
承
と
古
文
書
、

そ
し
て
歴
史
的
な
建
物
な
ど
が
揃そ
ろ

う
こ
と
で
、

地
域
の
歴
史
を
詳
し
く
理
解
で
き
る
の
で
す
。

　

白
石
市
は
古
く
か
ら
歴
史
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
伝
統
あ
る
地
域
で
す
。
こ
れ
ま
で

大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
歴
史
資
料
の
「
據こ

旗は
た

記き

」
に
つ
い
て
、
白
石
市
歴
史
文
化�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
荒あ
ら

武た
け

賢け
ん

一い
ち

朗ろ
う

（
東
北
大
学
）
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
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　（公財）全日本軟式野球連盟が主催する「第34回全日本少年軟式野球大会」。
本市では、市内中学校から選抜された３年生たちでつくるチーム「オール白石」
で、８月６日から横浜スタジアムで開催される全国大会出場に挑んだ。
　この特集では、全国大会出場に挑んだ選手たちの姿を通して少年野球の現状
に迫った。

市
に
６
校
あ
る
中
学
校
の
う
ち
、白
石
、

福
岡
、
東
の
３
つ
の
中
学
校
に
軟
式
野

球
部
が
あ
る
。（
公
財
）
全
日
本
軟
式
野
球
連

盟
が
主
催
す
る
「
第
34
回
全
日
本
少
年
軟
式
野

球
大
会
」
は
、
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
と

並
び
、「
中
学
生
の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
る

中
学
生
球
児
あ
こ
が
れ
の
大
会
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
３
校
か
ら
選
抜
さ
れ
た
３

年
生
た
ち
で
つ
く
る
チ
ー
ム
「
オ
ー
ル
白
石
」

で
全
国
大
会
出
場
に
挑
ん
だ
。

　

全
国
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
は
、
仙
南
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
会
、
宮
城
県
大
会
、
そ
し
て
、
山

形
県
、
福
島
県
、
宮
城
県
の
代
表
が
出
場
す
る

東
北
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
で
優
勝
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

５
月
20
日
に
角
田
市
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
に
は
、
６
チ
ー
ム
が
出

場
。準
決
勝
か
ら
出
場
し
た「
オ
ー
ル
白
石
」は
、

山
下
中
学
校
（
山
元
町
）
を
３
対
０
で
破
り
決

勝
へ
。
決
勝
の
大
河
原
中
学
校
（
大
河
原
町
）

と
の
対
戦
で
は
、
１
回
の
裏
に
１
点
を
先
制
さ

れ
た
が
、
２
回
の
表
に
３
点
を
取
っ
て
逆
転
、

そ
の
後
も
得
点
を
重
ね
て
７
対
２
で
見
事
優
勝

し
、
宮
城
県
大
会
に
コ
マ
を
進
め
た
。

　

６
月
17
・
18
日
に
大
崎
市
の
鹿
島
台
球
場
で

開
催
さ
れ
た
宮
城
県
大
会
に
は
、
中
総
体
の
県

大
会
に
選
手
登
録
を
し
た
選
手
は
出
場
で
き
な

い
た
め
、
白
石
刈
田
地
区
中
総
体
で
優
勝
し
た

福
岡
中
学
校
の
選
抜
選
手
を
除
き
、
白
石
中
学

校
と
東
中
学
校
の
３
年
生
部
員
20
人
で
大
会
に

臨
ん
だ
。

　

県
大
会
に
は
、
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
合
計

８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
１
回
戦
で
袋
原
中
学
校

（
仙
台
市
）
を
７
対
１
と
逆
転
で
破
り
、
続
く

準
決
勝
で
蛇
田
中
学
校
（
石
巻
市
）
と
対
戦
。

【特集】今、中学生の野球が熱い！
第34回全日本少年軟式野球　宮城県大会で優勝！

東北Ａブロック予選会に出場!!
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